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平成２７年第４回仙北市議会定例会の開会にあたり、主な事

項について、ご報告をさせていただきます。

【教育総務課】

◇仙北市立学校施設天井等落下防止対策事業について

文部科学省から、東日本大震災による学校施設の天井等落下

被害を防止するための対策事業として、今年度は、小学校４校

を(株)小松建設と９８，１５０，４００円、中学校３校を(株)

寺沢工務店と６９，６６０，０００円で、それぞれ工事契約を

いたしました。

吊り天井を有する学校を優先的に工事を進めておりますが、

工事期間が３カ月から４カ月を要することから、現在、夏季休

業中を含めて工事を実施している学校が４校、学習発表会等を

終えてから工事を実施する学校が３校となっております。

工事期間が長く、学校運営に支障を来すことになりますが、

同地区の学校の工事を一緒に行わないなどの配慮をするととも

に、市立体育館等を利用できるよう調整を図るなどの工夫をし、

児童生徒の安全対策に万全の体制で工事を進めて参ります。

【教育指導課】

◇県展並びに全県中学校総合体育大会の主な結果について

県展入選

第５７回県美術展覧会(県展＝秋田魁新報社、県、県教委、

秋田市主催)の作品審査が６月２２日に行われ、応募した仙北

市内の中学生からも多数の入選者が生まれました。

県展は、日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真、デザイン

の７部門に、１，７４２点の応募があり、このうち、中学生は

デザイン部門に１５０点、洋画部門に６９点、合計２１９点の

応募がありました。

デザイン部門では、生保内中学校３年の木村花さんの作品
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「頭脳流出」が、一般応募作品と肩を並べて奨励賞を受賞しま

した。同じくデザイン部門では、角館中学校３年の阿部春音

(はるね)さんの「救世主」、根本侑子(ゆうこ)さんの「Stay

with me」、佐々木唯衣 (ゆい)さんの「知識」、２年の大石祐

斗 (ゆうと)さんの「カラフルな光が差し込んでいる」、田口歩

実(あゆみ )さんの「フラワー」がそれぞれ入選しました。

洋画部門では、生保内中学校３年の渡邉義基 (よしき)さんの

「ゼロヒストリー」と藤原由羅 (ゆら)さんの「太陽系の星々」

が入選するなど大活躍しました。

全県中学校総合体育大会

第６４回秋田県中学校総合体育大会が、７月１８日から２０

日まで開催されました。由利本荘市総合体育館で行われた男子

卓球団体で、神代中学校が第３位に入賞しました。また、男子

個人で神代中学校３年の鈴木隆星 (りゅうせい)さんが３位入賞、

卓球女子個人では、角館中学校３年の大和田凜 (りん)さんがベ

スト８に入り、それぞれ東北大会の出場権を獲得しました。

また、北秋田市合川体育館で行われた柔道男子５５㎏級で、

角館中学校３年の後藤瑞稀 (みずき)さんが準優勝し、東北大会

の出場権を獲得しております。

全県少年野球大会

雨の影響で開幕が１日遅れた「第８１回全県少年野球大会兼

第６４回秋田県中学校総合体育大会軟式野球大会」に出場した

角館中学校は、７月２６日の初戦で矢島中を延長８回１対０で

下し、２回戦の土崎中を２対０、準々決勝は鷹巣中を相手に３

対１で勝利を収めました。２９日に行われた準決勝では、優勝

した稲川中と対戦し惜しくも、１対３で敗れましたが、見事全

県第３位に輝きました。
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秋田県吹奏楽コンクール

８月８日と９日に行われた、全日本吹奏楽コンクール第５７

回秋田県大会の「中学校合同の部」で、西明寺中と桧木内中の

合同バンドが美しい音色とハーモニーを響かせ、見事金賞を受

賞しました。

◇仙北市・富士河口湖町子ども交流事業について

クニマスの再発見を契機に始まった交流事業は、４回目を迎

えました。今年は７月３０日から８月１日までの３日間、市内

各中学校の代表６人が山梨県富士河口湖町を訪問しました。

参加した生徒は、山梨県水産試験場忍野分室で、生きている

クニマスを見学し、その生態や養殖の状況について学習しまし

た。

また、富士河口湖町役場で渡邉町長を表敬訪問し、「西湖の

漁師は、あたりまえのこととして、湖水の環境保全に取り組ん

できた。あたりまえのことをあたりまえにやることが大切だ。」

というお話をお聞きしました。訪問２日目から３日目は、富士

浅間神社で過去の自然災害の実例を学び、リニアモーターカー

の試験走行を見学して、最先端の交通技術のすばらしさを体験

してきました。

参加した生徒は、在籍校で体験を発表し、交流を通して得た

ことを自校の生徒に伝えながら、クニマスや環境保全、仙北市

の将来について考えていきます。これらの活動を通して、市内

生徒の環境学習の深化と、地域貢献意欲の育成につなげていき

たいと考えております。

なお、富士河口湖町からは、田沢湖マラソンに５人が参加す

る予定で、今後もさらに交流を深めていきたいと思います。

◇全国学力・学習状況調査の結果について

本年４月２１日に、小学校６年生と中学校３年生を対象に、
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全国学力・学習状況調査が、国公立の小・中学校が全校参加し

て、全国一斉に実施されました。本市でも小学校７校、中学校

５校が参加しております。

文部科学省から８月２５日に結果が公表され、秋田県は小・

中学校とも引き続き全国トップレベルの結果がでております。

本市小・中学校の結果も報告されており、調査対象全教科に

ついて、小学校、中学校とも全国平均を上回り、概ね良好な結

果となっております。

今後は、結果の分析から本市の課題を明らかにするとともに、

調査結果を活用した授業等の改善に向けて、各校での取り組み

を進めて参ります。

◇角館中学校の研究助成金支給について

角館中学校は、総合的な学習の時間で、「キャリア教育の視

点を重視したふるさと教育」を推進し、桜の木への施肥活動や、

桜祭り案内人、角館のお祭り案内人などの活動を行ってきまし

た。

この度、この活動が評価され、（公財）日本教育公務員弘済会

から、教育研究助成事業の奨励金助成団体に選ばれました。

これにより５０万円の助成金が支給されることとなり、助成

金は案内人として活動する際のたすきや、映像機器の購入に充

てられます。

仙北市の教育の重点であるふるさと教育への取り組みが、全

国的に評価された事例として大変喜ばしいことであり、今後と

も地域を学び、地域で活動し、地域に貢献する児童生徒の育成

に取り組んで参ります。

【生涯学習課】

◇仙北市成人式について

８月１５日に、仙北市民会館において仙北市成人式を開催し
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ました。今年度の成人対象者は２７８人で、うち２１７人（７

８％）が参加し、久々の友との再会を喜び、お互いの成長を笑

顔で確かめ合っていました。

新成人３人による「誓いのことば」では、これまでの自分を

振り返り、両親や家族、仲間への感謝を胸に、これからは社会

の一員として責任感を持ち、夢や目標に向かって頑張りたい、

これから変化を続ける自分たちの今後を楽しみにしていて欲し

い、これから様々な経験を重ねて成長し、自分たちを育ててく

れた仙北市に恩返しをしたいなど、力強い決意が述べられまし

た。

成人式は、数年前から新成人自らが企画し進行を執り行って

おり、今年も地元在住の有志が集まり準備を進めました。市内

５中学校出身者がお互いに協力しながら、司会者などの役割分

担を決め、アトラクションの趣向もこれまでとは違うものにす

るなど、自分たちの手作りの成人式となっています。

人口減少が著しい本市ではありますが、節目としての成人式

に仲間とともに参加し、地元の良さを再認識した新成人が、一

人でも多くこの地に定住し、地域活性化の担い手の一員となっ

てくれることを期待しております。

◇「第３回戸沢サミットin仙北」について

戸沢サミットは、戦国武将戸沢氏に縁のある、岩手県雫石町、

茨城県小美玉市、同高萩市、山形県新庄市と仙北市が、戸沢氏

の顕彰と後世への伝承、関係自治体の相互紹介とそれを地域活

性化につなげることを目的に、高萩市の提唱により平成２５年

から始まったものです。各自治体の持ち回り開催で、第３回目

の今年は、本市を会場に８月１７日と１８日に開催されました。

８月１７日のたざわこ芸術村温泉ゆぽぽを会場に行われたサ

ミットには、戸沢家当主である戸沢充・友子様ご夫妻を始めと

する多数のご来賓の皆様のご臨席をいただきました。関係４自
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治体からは、各首長をはじめ、議長や教育長など３２人、市内

外からの一般市民も含め、全体で２００人余りの参加をいただ

き、盛大に開催することができました。

サミットでは、各首長による自治体の紹介や、私の戸沢氏に

まつわる講演、西明寺中学校生徒による寸劇、戸沢ささらの披

露、次回開催地への引継ぎ式などを行いました。

特に、西明寺中学校生徒による寸劇「新説 戸沢盛安」の上演

は、その完成度の高さに参加者一同感激の面持ちで、大好評で

ありました。

また、戸沢ささらも、関東系とは異なる南部系の様式を引き

継ぐ貴重なささら舞であり、後継者の育成による伝統芸能の継

承の面からも、意義深いものになったと思います。

８月１８日には、元秋田県教育庁文化財保護室長の大野憲司

氏の案内による、県指定史跡の門屋城址史跡研修や、武家屋敷

散策を楽しみ、来年度の開催地である雫石町での再会を誓い合

いました。

この戸沢サミットを機に、地域の歴史や地域文化の更なる発

掘、保存、継承に努めて参りたいと思います。

【田沢湖公民館】

◇生保内節盆踊り大会について

８月２０日、田沢湖庁舎駐車場を会場に、第４５回生保内節

盆踊り大会を開催しました。

市内外から昨年を上回る３００人余りの参加者を迎え、過ぎ

ゆく夏の夜を民謡「生保内節」に合わせて、二つの大きな輪に

なり、心ゆくまで盆踊りを楽しみました。

踊りの合間には、生保内田植え踊り保存会、石神稲穂太鼓保

存会、生保内小学校児童、だしのこ園職員有志によるアトラク

ションが披露され、詰めかけた５００人余りの参加者・観衆か

ら盛大な拍手が送られていました。
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表彰式では、個人賞、仮装賞、団体賞のほか、地元協賛企業

による特別賞が受賞者に贈呈され、会場は大いに盛り上がりま

した。

【学習資料館・イベント交流館】

◇「平福百穂とアララギ歌人展」について

９月１日から１１月３日まで、新潮社記念文学館、角館町平

福記念美術館、角館樺細工伝承館による三館合同企画、仙北市

市制１０周年記念事業「平福百穂とアララギ歌人展」が、「秋

田県立角館高等学校創立９０周年記念」展として、開催されて

います。新潮社記念文学館では、「校歌若杉とアララギ歌人茂

吉と赤彦展」と題して、旧制角館中学校の校歌完成に携ったア

ララギ歌人、島木赤彦、斎藤茂吉らの資料や書簡、書籍等が展

示されています。

また、茂吉の校歌草稿、昭和天皇から下賜された羽二重で製

作した校旗、開校にまつわる百穂書簡などを通し、百穂とアラ

ラギ歌人との関係、校歌・校旗完成までの様々な思いも探るこ

とができます。

山形県上山市の斎藤茂吉記念館や、東京の日本近代文学館、

長野県下諏訪町の赤彦記念館からお借りした貴重な資料も展示

しておりますので、是非、多くの皆様にご覧いただきたいと思

います。

【市民会館】

◇「生保内節全国大会」について

第３０回の節目となる「生保内節全国大会」は、９月２２日

と２３日の２日間にわたり、仙北市市制１０周年記念大会とし

て開催されます。

近年、県内民謡大会の参加者は、減少傾向にありますが、今

年の大会は、一般の部に１４１人、次代を担う年少者の部は、
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昨年を大きく上回る３３人の参加申し込みがありました。

また、記念事業として、これまでの歴代優勝者の中から１８

人の方々にご出席いただき、優勝者の名入り提灯の点灯式を行

います。

さらに、これまで本大会の運営に永年にわたり、ご尽力され

た方々の功績に敬意を表し、３団体と９個人に感謝状を贈呈い

たします。

「生保内節」は、県内随一の民謡の宝庫ともいわれる北浦地

方の中で、最も評価の高い秋田民謡の原点ともいえる歌である

ことから、大会を通じて伝統文化としての民謡の普及継承に努

めるとともに、大会の成功に向け着実に準備を進めて参ります。

【スポーツ振興課】

◇田沢湖マラソンの開催について

９月２０日、仙北市市制１０周年記念第３０回田沢湖マラソ

ン大会が、シドニーオリンピック女子マラソン金メダルリスト

の高橋尚子さんをゲストランナーにお迎えして開催されます。

高橋さんからは、ランニング教室においても、ご指導をいた

だくこととなっております。また、前夜祭の参加申し込みも、

定員の１２０人が満席になるなど、盛り上がりを見せておりま

す。

今大会には、海外を含め、全国各地から過去最高となる約６，

２００人余りの参加申し込みをいただきました。武蔵野などの

臨時駐車場への誘導を図りながら、受付時の車両渋滞の解消を

図りたいと考えています。

今年は、マラソンコースの公認更新年となっておりますが、

１０ｋｍコースについては、（公財）日本陸上競技連盟の競技

規則の関係で公認申請することができませんでしたが、フルマ

ラソンと２０ｋｍコースについては、更新することができまし

た。
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高橋尚子さんの笑顔と市民の皆さんからのご声援をいただい

て、これまで以上にランナーの皆さんを盛り上げ、３０回の記

念大会にふさわしい素晴らしい大会にしたいと考えております。

◇２０１６ＦＩＳフリースタイルスキーワールドカップ秋田た

ざわ湖大会の準備状況について

仙北市において２回目の開催となるモーグルのワールドカッ

プが、６月に開催されたＦＩＳ（国際スキー連盟）の会議にお

いて、昨年と同時期の平成２８年２月２７日と２８日に開催さ

れることが決定しました。

また、８月１０日から２日間、ＦＩＳの役員による現地調査

がたざわこスキー場で行われ、ジャッジハウスの新設を含めた

コースのレイアウトや、大会運営方法などについて、ご指導を

いただきました。

２０１８年の韓国、２０２２年の中国での冬季オリンピック

と合わせ、今後、アジアにおけるフリースタイルスキーモーグ

ル競技の人気が高まるとことが予想され、たざわ湖スキー場が

重要な位置になるとＦＩＳからも助言されており、期待に応え

られるよう、万全の準備態勢を整えて参ります。

◇各種スポーツ大会について

６月にイタリアで開催された、世界ラート競技選手権大会に

おいて、仙北市角館町出身の高橋靖彦選手が、男子個人総合と

男子跳躍で、昨年に続き見事２連覇を達成いたしました。

その映像の一部を、仙北市スポーツのホームページに掲載し

ておりますので、是非ご覧いただきたいと思います。

９月１３日に、秋田２５市町村対抗駅伝ふるさとあきたラ

ン！横手大会が、横手市の「秋田ふるさと村」特設会場を発着

点として開催されます。仙北市も小学生、中学生、高校生、一

般、壮年の各年代の代表選手からなる９区間に、１７人の選抜
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チームを結成し大会に臨みます。

また、９月２７日には、第２５回１００キロチャレンジマラ

ソン大会が開催されます。仙北市もこの大会にかかわりながら、

秋田県や関係団体とともに、大会継続のあり方をしっかり確立

していきたいと考えております。

なお、田沢湖高原リフト（株）が誘致活動をしていた、全日

本マスターズスキー選手権大会が、平成２８年３月４日から３

日間の日程で開催されます。５００人以上の選手を仙北市にお

迎えすることから、大会実行委員会への補助金を本議会の補正

予算に計上しておりますので、よろしくお願い申し上げます。

国では、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向

けた選手強化、スポーツを通じた地域振興や国際交流に取り組

むため、１０月１日にスポーツ庁を設置することとしておりま

すが、当市においても、今後いっそうのスポーツ推進に取り組

んで参ります

【文化財課】

◇伝建群防災事業について

本年度から事業実施している国庫補助事業の伝建群保存地区

防災施設整備工事Ａブロック（石黒家・青柳家周辺）を、７月

６日に(株)瀧神巧業と２８，８３６，０００円で工事契約し、

１１月末の完成を目指し進めております。主な工事内容は、建

築・機械設備にかかわるポンプ小屋と貯水槽の新設工事などで

す。

◇弘道書院跡発掘調査について

秋田藩角館郷校「弘道書院」調査・発掘については、７月１

日から４０日余りにわたり、元県教育庁文化財保護室長の大野

憲司先生を中心に、県埋蔵文化財センターで、発掘作業に従事

していた方々を中心に作業を行いました。
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前回の検討委員会や山形大学と協議された内容、史料による

調査、復原図案などに基づき、慎重に作業を行ったところ、始

めて間もなく、明治３０年代ごろと思われる旧角館小学校跡の

基礎部分である礎石が現れ、それが連鎖するように関連の主要

施設の一部も出土しました。特に、明治１８年に増築された柱

跡と思われるものも発見され期待が高まっております。

この調査で掘り当てた内容につきましては、この後、市民向

けの現地見学会の開催や広報等で紹介したいと考えております。

◇金峰神社仁王門の修理工事について

昨年度、仙北市の文化財に指定されました「金峰神社仁王門」

の修理工事は、７月２３日に工事に着手し、９月末の完成を目

指して順調に作業が進められております。

◇「高円宮殿下記念地域伝統芸能賞」の受賞について

１０月１１日と１２日に、横手市の秋田ふるさと村ドーム劇

場をメイン会場に、『日本の祭りinあきた２０１５』が開催さ

れますが、その中で「角館のお祭り保存会」が、「高円宮殿下

記念地域伝統芸能賞」という最高賞を受賞することが決定いた

しました。これをお祝いするために、曳山２台の出演依頼があ

り、「角館のお祭り」の一端を披露して参りたいと思います。

この受賞を機に、角館が誇る国の重要無形民俗文化財、「角

館祭りのやま行事」の保存継承と、更なる全国への発信に努め

て参ります。

【角館町平福記念美術館】

◇「平野庄司作品展」について

６月２７日から８月２３日まで、「平野庄司作品展～美しい

切り絵の世界～」を開催いたしました。

秋田の自然やそこに暮らす人々の営みが、四季折々に移り変
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わる農村風景とともに、数多く描かれた作品や下絵スケッチな

ど１３０点以上を展示し、来館された多くの方々に、心温まる

作品を楽しんでいただけたことと思います。

なお、期間中の入館者は、２，３８７人となっております。

◇「平福百穂とアララギ歌人展（画業）」について

９月１日から１０月４日まで、新潮社記念文学館、角館町平

福記念美術館、角館樺細工伝承館の三館合同企画展、「平福百穂

とアララギ歌人展」が、仙北市市制１０周年記念事業として開

催されます。

平福記念美術館では、サブタイトルに「平福百穂の画業展」

と銘打って、旧制角館中学校（現角館高校）開学の先頭に立ち、

尽力した平福百穂の画業をたどります。

“たらし込み”技法で描いた文展出品作の屏風「牛」や、「富

貴之薹」、「春山」など、秋田を題材とした作品や、アララギの歌

風で描いた作品が数多く出展されており、当時の中央画壇をリ

ードした百穂の画業を心ゆくまで、ご堪能いただきたいと思い

ます。

以上、教育行政に関する報告を申し上げましたが、本定例会

に提案しております教育関係議案につきまして、慎重審議のう

え、ご可決賜りますようお願い申し上げ、教育行政報告といた

します。


